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１ 地域の高校として、地域 

 の教育資源を活用した教育 

 活動を通じて、地域の未来 

 を創っていく生徒の育成 

２ 集団活動や特別活動等を 

 を通じてコミュニケーショ 

 ン能力や豊かな人間性を身 

 に付けた生徒の育成 

３ ＩＣＴを活用した授業等 

 による手厚い指導を通じて 

 自ら学習意欲や基礎的・基 

 本的な知識及び技能を身に 

 付けた生徒の育成 

４ 地域との協働体制（コ 

 ンソーシアム)を確立し、 

 地域と一体となって生徒 

 を育む「地域とともにあ 

 る学校」の構築 

 

⑴ 自ら考え、実行する生徒であれ  
⑵ どんなことにも、精一杯立ち向かう生徒であれ 
⑶ 心身ともに、健康で、たくましい生徒であれ 
⑷ 豊かな心を持ち、物事に感動する生徒であれ 

学校教育目標（目指す生徒像） 
校   訓 

本校の目指す姿：地域に選ばれ、地域とともに歩む学校 

基礎学力 
コミュニケ
ーション力 

規律性 自己管理 
能力 情報活用力 未来設計力 協働力・ 

課題解決力 
社会形成力 

グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力） 

    保護者、地域、地元企業、掘削専門学校等上級学校、関係機関、公営塾との連携・協働 
☆コミュニティ－・スクール（学校運営協議会制度）を活用した「地域とともに歩む学校」の具現 
☆地域協働応援団（コンソーシアム）による探究活動、環境教育、キャリア教育等における生徒支援 
 

カリキュラム・ポリシー（授業・行事等でこのように生徒を育みます） 

主体的・対話的な学び 
見通しを立てながら学んだ

り、振り返って次に生かした

りする活動を重視する。 

基礎・基本の重視 
基礎・基本の確実な定着を

重視し、必履修科目を中心と

した教育課程を編成する。 

学ぶ目的の明確化 
育成を目指す資質・能力

を明確化した上で教育活動

を展開する。 

地域に開かれた 
教育課程 

 地域の人的・物的資源を有効

活用した教育活動を展開する。 

アウトプットの重視 
生徒自身が考え、その考

えを適切な手法で他者に伝

える活動を重視する。 

「生きる力」の育成 
多様な人々との関わりや体

験的な学びを重視する。 

個別最適な学びの実現 
 ＩＣＴ機器を有効活用し、個

に応じた教育活動を展開する。 

Ｄ 

Ｃ Ａ 

Ｐ 

自ら考え答えを導き出
し、行動する力、自走
力を伸ばす多様な学び 

↓ 
「より良く幸せに生き
ていこうとする姿勢」

の育成を目指す 

アドミッション・ポリシー（このような生徒を求めます） 
１ 積極的に学習に取り組もうとする生徒 
２ 生徒会活動や部活動、ボランティア活動等に主体的に取り組もうとする生徒 
３ 地域に貢献しようとする意欲がある生徒 

スクール・ミッション 

取組の重点１ 
 自信を持たせる授業構築（基礎基本
の定着、わかる喜び、久遠塾との連携） 

取組の重点２ 
 探究学習、環境教育、キャリア教
育の充実（地域との連携、考える力
と発信する力の育成） 

取組の重点３ 
 特別支援教育の充実（きめ細かい
生徒支援、個別指導、PT等との連携） 

取組の重点４ 
 部活動の活性化（地域移行、
連携の模索） 


